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2 種類 の 細菌 に よ る殺虫剤 フ ェ ニ トロ チ オ ン の 共生 的分解
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【目的】土壌 にお ける人工 合成 有機物 の 分解には、様 々 な細菌 の 相互 作用が 関与 して

い る と考え られて い る。 当研 究室 で は これ ま で に 、有機 リン 系殺 虫剤 フ ェ ニ ト ロ チ オ

ン を土壌に散布する こ とで 土壌の フ ェ ニ トロ チ オ ン 分解活性が 高ま り 、 フ ェ ニ トロ チ

オ ン 分解菌数が急激に増加する こ とを示 した 。
こ れ らの 土壌か ら分離 した フ ェ ニ トロ

チ オ ン 分解菌は、フ ェ ニ トロ チオ ン を単独 で 分解 ・資化す る細 菌や ＝ メタボ リズ ム に

よ り分解す る細菌で あっ た 。

　本研 究で は 、
フ ェ ニ トロ チオ ン の 分解過程 にお ける細菌の 相互作用 を明 らか にす る

た め に 、 土壌か らフ ェ ニ トロ チオ ン 分解に関与す る 2 種類の 細菌を分離 し、それ らに

よる共生的分解に関する知見 を得る こ とを 目的と した 。

【方法 】栃木 県畜産 草地研究所の 畑 土壌 （黒ボク 土） をプラ ス チ ッ ク容器 に充填 し、

フ ェ ニ トロ チ オ ン を 定期的に散布 した 。 希釈平板法に よ り土壌 中の フ ェ ニ トロ チ オ ン

分解菌の 計数お よび分離を行い
、 16S　rDNA 塩基配 列 を決定 した 。 また 、 これ らの 分解

菌は フ ェ ニ トロ チオ ン を 3一メチル ー4一ニ トm フ ェ ノ
ー

ル （3M4N ）に まで しか分解しなか

っ た 。 そ こで 、 同 じ土壌か ら 3M4N 分解菌を分離 し 16S　rDNA 塩基配 列 を決定 した 。

既知の 代謝系 を参考に、分離 したフ ェ ニ トロ チオ ン 分解菌お よび 3M4N 分解菌 の 2 菌

株に つ い て フ ェ ニ トロ チオ ン 、 3M4N 、 メチル ヒ ドロ キ ノ ン の 各資化能 を調査 した 。 さ

らに 、
フ ェ ニ トロ チオ ン を唯

一
の 炭素源 とする培地で 2 菌株 を混合培養 し、

フ ェ ニ ト

ロ チ オ ン が共 生的に完全分解 され るか 調査 した 。

【結果お よび考察】フ ェ ニ トロ チ オ ン を散布 した土壌で フ ェ ニ トロ チオ ン 分解菌の 増

加が 認 め られ た
。
16S　rDNA 　hi基配列 を解析 した 結果 、 増加 した フ ェ ニ トロ チ オ ン 分解

菌は Sphingomonas　msの 細菌で代表菌株を TFEEO205 株 と した 。

一
方 、 中間代謝物 3M4N

を分解す る細 菌を Burkholderia　sp．3M4NOI とした 。　TFEEO205 株 は コ メ タボ リズ ム に よ

りフ ェ ニ ト ロ チ オ ン を 3M4N に ま で 分解 し、 こ れに よ っ て 生育阻害を受けた 。

一
方

3M4NO1 株 は 3M4N を資化 した。両菌株 は メチル ヒ ドロ キ ノ ン 資化能 を有 して お り、

ま た 、 3M4N を含む 培地 で 3M4NOI 株を培養 した とこ ろ 、 メチ ル ヒ ドロ キ ノ ン が検出

され た こ とか ら 、
TFEEO205 株は 3M4NO1 株が生成 した メチル ヒ ドロ キ ノ ン を資化 して

い る と示 唆され た 。 TFEEO205 株 と 3M4NOI 株を菌数比 106：10scellSlmlで混合培養 した

際 、 2 菌株は共 に増殖 しフ ェ ニ トロ チ オ ン を完全 に分解 した 。 以上の こ とか ら、
これ ら

の 2 菌株は土壌におい て 共生的 （相助）に フ ェ ニ トロ チオン を分解 して い る と推察 さ

れ た 。
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